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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 上皮小体機能充進症の手術においては，術後に高カ

ルシウム血症の再発がなく，かつ術後永久性上皮小体

機能低下症を起こさないことが重要であり，このこと

はとくに上皮小体過形成例や再手術例で問題になる．

しかし是非とも回避しなければならない合併症であ

り，これに対処する方法の確立が急務であった．これ

に対する最も確実で安全な方法が，上皮小体の凍結保

存とその自己移植の活用であり，かかる観点から次の

基礎的研究を行なった．

 方法

 凍結保存の方法として，均一系のフィシャーラット

およびヒトから摘出した上皮小体を，培養液・血清・

凍害防止剤DMSOの混合液に入れ，冷却方法の簡便

化を行ない，一4℃に1時間，一20℃に2時間冷却し

た後，液体窒素中に保存した．解凍は37℃温浴中で急

速解凍した．

 凍結上皮小体のviabilityの検索を，機能と形態の両

面から行なった．ラヅト上皮小体を1～3週間凍結保

存後解凍し，予め上皮小体を全摘除して低カルシウム

血症としたラットの筋膜下に移植し，その後の血清カ

ルシウムの上昇効果の測定，症状の観察を行なった．

また，フィシャーラットおよびヒト上皮小体の凍結保

存に伴う細胞傷害の程度，移植後の傷害の修復状況を

光顕と電顕で観察した．

 結果

 凍結上皮小体のviabilityの検索の結果は，以下の通

りである．

 a）機能的観察：低カルシウム血症ラヅトに解凍し

た上皮小体を1～4個／匹同系移植すると，いずれの個

数でも2週目には著明な症状の回復と血清カルシウム

値の回復を認めた．その後移植した上皮小体を再びと

り出したところ，上皮小体機能低下症が発現し，解凍

して移植した上皮小体が十分な機能を出していたこと

が確認された，

 b）形態学的観察：ラットおよびヒト上皮小体の解

凍直後の光顕および電顕による観察では，核はよくそ

の構造を保っていたが，細胞質の傷害が部分的に認め

られた．電顕所見では，細胞境界に添う亀裂，細胞内

小器官の破壊，減少，空胞が認められた．しかし，解

凍したものを移植し，2週間以上経て行なった形態学

的検査では，細胞質は十分に修復されており，凍結に

よる傷害は可逆的であることが確認された．

 結論

 上皮小体の簡便な凍結保存と解凍により，細胞は凍

害防止剤を用いてもかなり傷害を受けるが，同系移植

後2週間でほとんど修復され，十分なPTH分泌機能

を発現するまでに回復しうる．またヒト上皮小体は細

切する必要があるが，ラット上皮小体では1個のまま

で凍結保存，移植を行なっても十分に機能を発現しう

る．

 以上，』実用的な簡便凍結法を開発し，上皮小体凍結

保存が可能であることを証明し，臨床応用の基礎を確

立した．
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論 文 審 査 の 要 旨

 上皮小体機能元進症の手術においては術後に高カルシウム血症の再発がなく，術後永久性上皮小体

機能低下を起こさないことが重要である．これに対処する方法として上皮小体の凍結保存と自己移植

の活用がある．

 この観点から著者は動物実験を行ない，上皮小体の実用的な簡便凍結保存法を開発し，これにより

凍結解凍後移植した上皮小体が機能を保持することを証明した．

 よって本論文は上皮小体機能充進症の手術に必要な基礎的条件の一つを確立したもので，学術上価

値あるものと認める．
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